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社会への取り組み サステナビリティストラテジー ガバナンス コーポレートデータ事業基盤ニッタが拓く未来

バリューチェーン戦略

ステークホルダーとの対話を通じた価値創造

●地域とのコミュニケーション
　社有林が存在する北海道では、森林と人との関係を主体的に
考えることができる人材を育成しようと、北海道独自の「木育」
という活動に力を入れていて、各方面で活動を行っています。そ
こで当社でも、地域との関係を強いものにする方策の一環とし
てその木育活動に協力し、独自の施策を実行し、ここ数年で
行った具体的な活動は以下の通りです。

　以下の活動の他、地域の方々に、森林に対して興味を持って
もらえるような活動を、関係各方面と協力しながら数多く行って
います。今後も引き続き積極的な活動を展開し、一人でも多くの
地域の方々に、森林をメインとした自然環境に興味を持ってい
ただけるよう、鋭意努力していきます。

お客様のニーズを直接お伺いする窓口や
機会を積極的に設けることで、社会の変
化をいち早く察知し、お客様の困りごとを
解決できる製品・サービスの提供に努め
ます。

お取引先様から当社グループに対して内
部通報できるホットラインを設置し、トラ
ブルや課題をいち早く発見し、解決でき
るよう努めます。

投資家説明会やIRイベントを通じて、事
業活動や財務情報等の適時・適切な情報
開示に努め、誠実な対話を実施します。
また統合報告書やWebサイトを通じて、
事業活動や経営状況を発信しています。

各工場の拠点地域ではそれぞれの行政機
関の依頼に迅速に対応する等、日々円滑
なコミュニケーションを図っています。ま
た地域社会からの要請に応じた寄付等の
支援を行っています。

津波避難ビルに指定されている本社ビル
を地域の皆様に認知いただく他、近隣幼
稚園の避難訓練場所として提供。また
「クリーンアップ活動」等の周辺清掃活動
を本支店、各工場で継続実施しています。

フィードバック面談や上司が部下の意見
を取り上げ、やりがいのある職場環境づ
くりや多様な働き方を支援。また第三者
機関による専用の相談窓口で従業員の課
題解決に対応しています。
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当社グループの全ての社員が安心して働くことができる安定した経営環境を維持します。社員の人権を尊重することで自律的な成長と
多様な働き方を支援し、社員一人ひとりが持つ可能性を引き出すことができる職場環境づくりに努めます。

法令遵守や納税等の義務を果たすとともに、日本および国際社会の持続的発展に向けた協働や支援を行います。和歌山県「温山荘園」
の運営サポートをはじめ、各都市の観光資源等の支援活動を通じて、地域社会の発展に貢献します。

各国・各地域での事業活動において、法令や国際規範を遵守し、環境保全や人権尊重に十分配慮します。また清掃活動や育林プロジェ
クト等地域社会・文化の発展に寄与する活動に参画し、より良いコミュニティづくりに貢献します。

お取引先様は、企業理念の実現に向けてともに未来を目指すパートナーとして位置づけています。「NITTAグループCSR調達ガイ
ドライン」に基づき、公正かつ透明な取引を基本とし、相互理解を深め、良好な信頼関係の構築・維持に努めます。

お客様の困りごとに真摯に向き合い、技術革新や製品開発に努め、課題解決となる製品・サービスを形にしていきます。地球環境にやさ
しく、また社会に貢献できる製品や、時代の変化に先回りした製品の提供に努めます。

当社グループの長期安定的な成長を図り、企業価値の向上を目指します。安定的・継続的に利益を生み出し、株主還元ができる事業構
造の変革と強化に努めます。株主・投資家
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▼主な責任

▼主な対話方法

目覚ましいテクノロジーの進化や社会の急激な変化によって、
私たちの生み出す製品や事業活動に求められるニーズはますま
す多様性を増しています。当社グループは、中長期経営計画
「SHIFT2030」のもと、未来への持続的な企業価値向上を目

指す中、成長の阻害要因となるリスクの見極めと低減に努めて
います。当社グループは、今後もバリューチェーンの隅々にわ
たって対応を充実させていくことで、グループ全体の持続的な
成長と企業価値向上を追求していきます。

当社グループは、ステークホルダーとのコミュニケーションを、
より大きな成果を生み出すための重要な取り組みと位置づけ、
「ステークホルダーエンゲージメント」を重視した経営を推進し
ています。
それぞれのステークホルダーに対して責任を果たすため、事業

活動や企業価値に関する情報を積極的に開示・提供し、社会か

らの期待や懸念される課題を的確に把握することに努めていま
す。こうした対話を通じて顕在化した課題は、事業活動に反映さ
せ、持続可能な社会の実現に向けた取り組みへとつなげています。
今後も、ステークホルダーとの信頼関係を深めながら、サステ
ナビリティ経営を推進し、持続的な企業価値の向上を目指してい
きます。

森林資源の維持・保全による地球環境問題への貢献
ニッタ株式会社は1906年に槲の樹を求めて北海道十勝地方へ進出し、以来100年以上にわたり、育苗・植林・間伐・伐採等の森林

事業を行ってきました。当時と変わらず今も「森林を通じた社会貢献」を大切にしています。

かしわ

●次世代に向けた取り組み
　当社グループは、森林事業の一環として植林に必要な苗木の
生産を行っています。苗木生産農家の減少が著しい中、北海道
地区における苗木の安定供給と効率的な苗木生産を行うことで
地域に貢献しています。
　また、次世代に向けた取り組みとしてクリーンラーチ（いわゆ
るエリートツリー）の採種園も造成しています。この樹木は一般
の樹木より著しく成長が早く、建築材としての需要だけではな
く、将来のCO₂吸収源として期待が高まっています。
　本格的な苗木の生産までにはまだ十数年を要しますが、地道
な活動を続けていきます。 クリーンラーチ（エリートツリー）の採種園

アイヌ団体への
樹皮提供
先住民族であるアイヌの
方々が祭祀で着用する
衣装の原料として
用いられる樹木の皮を提供

若手林業就業者の
勉強の場を提供
北海道が主催する
現地研修に
社有林を提供

北海道の研究協力
北海道が研究する
新しい技術の試験研究地
として社有林を提供

軽労化試験の協力
軽労化対策として
各種企業・団体等が
取り組む機械化の現地
試験用に社有地を提供

地元小学校での
社会科授業
社会科授業の一環として、
森林管理教育の実施

植林・枝打ち
研修場の協力
製材や建築等に携わる
ボランティアによる
植林や枝打ち研修に提供




